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研究成果の概要（和文）：  本研究では、国家をもたない世界最大の民族と言われ、イラク、イラン、シリア、
トルコに跨って居住しているクルド人に注目し、クルド人の非政府主体が現在の国際秩序に与えるインパクトを
検討した。
　本研究は研究目的達成のために実証分析と理論分析の2段階で検証を行った。実証分析に関しては、クルド人
の活動に関する詳細な分析、そして武装組織の実態、紛争解決に向けた手段、そして紛争後の和解に至るプロセ
スに関する分析を行なってきた。また、国際関係論、政治学、社会学の理論もしくは概念を実証研究のために掘
り下げた。
　本研究の最終的な成果が『クルド問題：非国家主体の可能性と限界』（岩波書店、2022年2月）である。

研究成果の概要（英文）：  This research focuses on activities of Kurdish ethnic organizations in 
Iraq, Syria, Turkey, and Iran through perspectives of concept of political science and international
 relations.
  One of the features of this research is an empirical analysis of each Kurdish organization. 
Another feature is using concept such as unrecognized state or transitional justice for analyzing 
conflict resolution or policies of organizations. 
  Final result of our research was published as "Kurdish question: possibility and limit of 
activities of non-state actor" in February 2022.This book is one of pioneer works about Kurdish 
ethnic organizations in Iraq, Syria, Turkey, and Iran in Japan. 

研究分野： 国際関係論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
クルド問題は日本の中東研究の中でも手薄な分野であり、そこに厚みを持たせるために2022年2月に研究成果と
して『クルド問題』を刊行することができた。本書は、政治学および国際関係論の視点からイラク、シリア、ト
ルコ、イランのクルド民族主義組織について分析した。クルド問題に関しては2019年に山口昭彦編『クルド人を
知るための55章』が刊行され、日本においてもクルド人への関心が高まっていた。本書は一般書とは異なる研究
書として刊行できた。一般書で触れられなかった詳細な描写や分析が本書の特徴となっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 
近年、中東の秩序安定を理解するうえで、クルド人の動向の分析が欠かせない。2014 年から

科研費研究当初（2018 年 7 月）に至るまでのアメリカを中心とした国際社会と IS との戦闘に
おいて、国際社会の一員として実質的に IS と戦ってきたのは、シリアのクルド人組織（西クル
ディスタン移行期民政局）であった。一方、イラク北部で事実上の自治を展開している KRG は
2017 年 9 月 25 日に独立を問う国民投票を行い、90%前後の賛成を得て、国家建設に向けた動
きを強めつつあるが、トルコやイランなどの隣国が、自国のクルド人の中で独立の機運が高まる
のを憂慮し、KRG との関係を冷却化している。トルコは、1984 年から 30 年以上、非合法武装
組織である PKK との間で武力衝突を繰り返しており、これまでに 4 万人以上の人々が命を落と
している。2002 年に公正発展党が単独与党となって以降、3 度にわたり和平交渉が進められた
が、2015 年 7 月に 3 度目の和平交渉が決裂して以降、両者の間で新たな和平交渉の兆しは見え
ていない。このように、クルド人の活動は中東の秩序の安定化／不安定化に大きな影響を及ぼし
ている。 
本研究では、国家をもたない世界最大の民族と言われ、トルコ、イラク、シリア、イランに跨

って居住しているクルド人が現在の国際秩序に与えるインパクトを検討する。本研究は研究目
的達成のために実証分析と理論分析の 2 段階で検証を行う。実証分析を 2 年間で終え、最終年
度にこれらの成果を総合的に検討し、理論的な分析を行う。クルド人組織の政治活動が中東およ
び国際社会の秩序の安定化／不安定化に与える影響を抽出し、非政府アクター／非承認国家が
国際秩序の安定化に不可欠な役割を果たすとともに、その崩壊と再構成の鍵を握っていること
を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
 
近年、クルド人の組織が中東の安定化／不安定化を左右するアクターとなっているにもかか

わらず、日本においてクルドに関する研究は非常に手薄である。一方で、世界の研究潮流を俯瞰
すると、近年、クルドに焦点を当てた良質の学術的研究が数多く見られるようになった。例えば、
英国のエクセター大学にはクルド研究センターがあり、クルド問題に関して総合的な研究が行
われている。また、米国の中央フロリダ大学（University of Center Florida）の政治学部准教授
の Güneş Murat Tezcür は、同学部にクルド政治研究プログラムを設置するとともに、American 
Political Science Review, Journal of Peace Research, Turkish Studies といった一流の学術誌
に政治学の枠組みからクルド問題を事例として扱う研究を発表している。日本のクルド研究の
立ち遅れを憂慮し、申請者が所属するアジア経済研究所では 2015 年度からクルド研究会を実施
してきた。しかし、クルド研究会はあくまで中東研究の範疇での研究会であり、安全保障や紛争
解決論に根差した研究、さらにクルド問題が国際秩序に与える影響に関しては分析してこなか
った。本研究は、クルド研究会が抱えるこれらの欠点を補い、中東研究の枠を超えて国際関係論
の枠組みからクルド問題を検証する試みである。 
 
３．研究の方法 
 
実証分析に関しては、大きく 2つの分野に分類が可能である。第 1に、イラク、イラン、シリ

ア、トルコにおけるクルド人の活動に関する詳細な分析である。本研究には、クルド人組織およ
びクルド問題に関して多くの論考を執筆している今井（トルコ・クルド）が研究代表者、青山（シ
リア・クルド）が研究分担者となっている。また、所属機関の関係で科研費番号を持っていない
日本エネルギー経済研究所中東研究センターの吉岡明子主任研究員（イラク・クルド）、日本国
際問題研究所の貫井万里研究員（イラン・クルド）にも研究協力者として本研究に携わってもら
うこととなっている。また、西クルディスタン移行期民政局と KRG という国家もしくは自治を目
指す非国家主体、言い換えれば非承認国家については、廣瀬が分析を行う。これらの検証により、
クルド人の国内および地域での政治活動の全体像を明らかにすることが可能となる。第 2に、武
装組織の実態、紛争解決に向けた手段、そして紛争後の和解に至るプロセスに関する分析である。
本研究では、イスラエルとパレスチナの和平について研究してきた辻田、シエラレオネを中心に
西アフリカの武力紛争とその解決について研究してきた岡野、そして南アフリカ社会の和解、国
際社会への復帰について研究してきた阿部が研究分担者もしくは研究協力者として参加してい
る。武装組織に関しては、政治学および社会学の視点からクルド人組織の特徴を浮き彫りにする
とともに、他地域の武装組織と比較することで紛争解決および和解について検討する。また、ト
ルコ政府と PKK の停戦および和平交渉について、紛争解決と和解の視点から考察する。 
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４．研究成果 
 
  各年度において、研究代表者・研究分担者それぞれがクルド問題、特にクルド民族主義組織に
関して論考を執筆してきた。また、日本中東学会や日本国際政治学会などで報告も行なった。一
方で、2020 年度以降のコロナ禍により、海外から研究者を招くワークショップなどは実施でき
なかった。最終年度の 2021 年度において、研究代表者の今井が取りまとめ、岩波書店から『ク
ルド問題：非国家主体の可能性と限界』を刊行した。まず第１章では今井・青山・吉岡がクルド
民族主義組織のリーダーについて素描した。第２章で吉岡と廣瀬が北イラク自治政府を非承認
国家論の観点から分析した。第３章では青山と阿部がシリアのクルド人組織を移行期正義の観
点から検討した。第４章では今井と岡野がトルコの PKK に関して、暴力組織論の観点から、特に
リクルートに焦点を当て分析した。第５章では今井と辻田がイランのクルド人組織を力の非対
称性の概念を活用し、そのイラン政府との関係を概観した。 
 本研究はクルド問題に関して日本での研究状況を前進させることを念頭に置いてきたが、『ク
ルド問題』を刊行することでその目標は達成できたと考えている。 
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